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   ＜あらまし＞  日本教育工学が主催とする FD セミナーのファシリテーター養成研修の開発・実施

について報告する．FD セミナーにおけるファシリテーターの活動内容を整理し，事前・事後を含む４

つの活動からなる研修を開発した．最終レポートの一部として課した「ファシリテーターとして求め

られるスキル項目」を分析し，参加者の視点を含めたファシリテーター像について再考した結果，専

門的知識に関する内容を研修内で補強する必要があることが見えた． 
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１．はじめに 

日本教育工学会主催の FD セミナー（以下，セ

ミナー）は，ワークショップ形式で実施しており

（松田ら, 2014），ファシリテーターの存在は，

研修を円滑に進めるために重要な支援要素の一

つとなっている．本発表では，セミナー向けのフ

ァシリテーター養成の試みとして実施した，ファ

シリテーター研修の設計について述べる．参加者

レポートの分析結果を踏まえて，FD セミナーの

ファシリテーターの役割とファシリテーター研

修内容について再考した． 
 
2．FD セミナーにおけるファシリテータ

ーの位置づけ 
FD セミナーでは，全体の指示やスケジュール

を管理するセンター講師が場をマネジメントし，

各テーブルに配置されたファシリテーターが担

当テーブルの受講生の活動を見守り・支援する．

セミナーでは，設定されたスケジュールに沿って

活動が進み，かつ，受講者間で考える時間を確保

することを重視して運営している．セミナーの実

施スケジュールは詳細まで決定されているため，

各活動においてファシリテーターに期待される

ことも明確になりつつある．FD セミナーでは，

セミナーで提示された授業設計の考え方や改善

のヒント（テキスト）を参照にし，受講者自身で

授業改善ができるようになることを目指してい

るため，受講者が授業改善について考えやすくな

るように支援することが，ファシリテーターに期

待される．直接的な解を提示するのではなく，解

を導くためにテキストをどのように参照すれば

よいかを支援し，アイディアは提示しても，採用

するかどうかは，受講者の判断にゆだねるように

することが肝要である． 
 
3．ファシリテーター研修の設計と実施 

まず，2011 年度より開始した FD セミナーフ

ァシリテーターの役割をスケジュールに沿って

リストした．ファシリテーターは，状況を正確に

判断し，必要に応じて活動プロセスに介入するこ

とが求められる．一方，ファシリテーター実習に

長時間をかけることは現実的には困難であるた

め，表１のように４部構成で実施することとした．

短期間での実施を実現するために，事前と事後活

動を取り入れている点は，FD セミナーと同じで

ある． 
研修前の個別学習では，ファシリテーターとし

て一般的に求められる役割を踏まえつつ，FD セ

ミナーにおけるファシリテーターとは何かを各

自で考えもらう機会を用意した．併せて，FD セ

ミナースケジュール表を配布し，実際にファシリ

テーターとして取り組むべき活動をその表に記

述させることで，セミナーの流れを思い出させる

とともに，各活動の目的を確認しながらファシリ

テーターとしての役割を検討してもらうことを

狙った．2014 年度より，FD セミナーが１日研修

から反転学習を活用した半日研修へと変更にな
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ったため，過去に参加者が実施した１日版と半日

版の研修詳細スケジュールを電子データで配布

した．  
ファシリテーター研修は，FD セミナーが開か

れる当日の午前中に実施し，事前課題であったス

ケジュール表とファシリテーターの役割につい

て確認した．参加者が少人数であったため，３名

の小グループに１名ずつファシリテーター担当

者を配置し，「各活動においてファシリテーター

としてどのような行動がとることが望ましいの

か」をスケジュールに沿って順に確認した．これ

は，事前学習の復習にあたる．それ以外の時間は，

具体的な事例をもってどのように対応すること

が望ましいのかを議論した． 
FD 研修（見習い）では，各テーブルにファシ

リテーターが１名ずつ配置されるが，ファシリテ

ーター研修受講者はファシリテーターの監視の

もとで「ファシリテーター見習い」として参加し

た．ファシリテーター見習いは，担当テーブルで

のファシリテーションを任され，実習することに

なる．必要に応じて見習いへのフォローが入るが，

セミナー実施に差支えが出ない限り，見習いが主

担当として実施し，実習終了後には，ファシリテ

ーターと見習いファシリテーターでペアリフレ

クションを行い，実施直後に各自の成果や課題に

ついて話し合う場を設けた． 
事後レポートでは，見習いとしての活動を振り

返り報告することを中心に課題を課した．担当テ

ーブルの状況やそこでファシリテーターとして

とった対応を具体的に説明することで，見習いと

しての活動を客観的に見て，ファシリテーターと

してどのような行動が求められるかを再確認さ

せた．ファシリテーターとしての経験からの学び

を整理することを意図している． 
 

4．参加者から見た本ファシリテーター

に求められるスキルからの考察 
受講者６名中，５名が事後レポートを提出した．

レポート項目の中にあった，「ファシリテーター

として必要な求められるスキルと理由」を項目ご

とに取り出し，カテゴリー分けした．結果，学び

やすい環境づくりのためにファシリテーターは

安心・安全な場であるという「準備」とそれを「進

行」させる役割があると認識していることが伺え

た。併せて，セミナー参加者の授業改善案を「整 

表 1  2014 年度実施項目と流れ 
活動〈期間〉 受講者のタスク

(1) 研修前の個

別学習 
〈約一か月〉 

・ファシリテーターの役割につい

ての解説の読了する 
・本年度研修内容の確認する（エ

クセルシート） 
・FD セミナースケジュール表に

「ファシリテーターの役割」を記

入する 
(2) ファシリテ

ーター研修へ

の参加（FD セ

ミナー当日の

午前） 
〈半日〉 

・事前課題で取り組んだ内容を照

合する 
・ファシリテーター研修のスケジ

ュールとファシリテーターの役

割を確認し，詳細についてはディ

スカッションを行う 
(3) ファシリテ

ーター見習い

（FD セミナー

にて） 
〈半日〉 

・FD セミナーにおいて，ファシ

リテーター見習いとして参加・実

施する 
・実施後に担当のファシリテータ

ーとペアリフレクションを行う 
(4) 事後レポー

ト提出 
〈二週間以内

に提出〉 

・レポートを作成する 
－担当したテーブルの活動報  

告 
－ファシリテーターとしての 

活動自己分析 
－FD 研修におけるファシリテ

ーターに求められるスキル 
－その他 

 
理させ引き出」しながら，授業設計に必要な「専

門知識を活用」することが求められていると考え

ていることも見えた．実施者らがこれまで検討し

てきた内容と照らし合わせると，ファシリテータ

ー研修受講者・実施者が考えるファシリテーター

人材像の大きな方向性は一致していたことがわ

かったが，授業改善に関する専門的な内容の活用

度合やそのタイミングについては，ファシリテー

ター研修受講者に明示できていなかった．今後，

活動のどこかで追加することが必要であると思

われる．具体的には，事前活動に復習を兼ねた小

テストを入れることなどが考えられるであろう．

これらの結果を参考に，ファシリテーターの役割

をさらに明確にしつつ，研修の効率効果を高めて

いくことが求められる． 
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